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誇大妄想狂 

幕末の 志士 は 佳し。 爾来 二 キビ 面の 低 脳 児、 袖 を ま 

くりて 天下 国家 を 論ずる の 風、 一 時、 奇観 を呈 せり。 

釈迦、 基督 はよ し、 ダントン、 レエ ニン は 佳し。 今日、 

猫 も 杓子 も、 社会、 人類 を 憂へ て、 騒然、 暄然。 

東洋人、 由来、 悲憤慷慨の 気に 富む。 

—— 俺 は、 どうして かう 意気地がない のか。 

—— き やつ は、 実に 怪しからん。 

—— 貴様 は 何とい ふ 恥知らず だ。 

佳し、 ±1 土し。 



希く は、 「死す とも」 それ 以上 を 言 ふ 勿れ。 

沈黙 

沈黙 は 金 …… 云々 とい ふ 格言 を、 文芸の 道に 通用せ 

ん とする 人 あり。 

筆 を 折る に 若かず。 

最も 巧みに 選ば れ たる 言葉、 ， J れが 文芸作品 の 全部 

なリ。 言葉と 言葉との 間に、 若し、 何 か在リ とすれば、 

そ は、 何ものに も 非ず、 たゾ、 言葉の ィメ エヂが もつ 

広さの み。 



一 つの 作品 を 論ずる 場合に、 必ず、 その 中の 人物に 

作者 を 結びつけて、 その 人格 を 云々 せ ざれば 承知せ ざ 

る 批評家 あり。 

作品 は 巧みに 書かれ ある も、 主人公の 人物が 気に 食 

はず、 故に、 此の 作品 は 面白くな しと 云 ふなり。 

主人公の 人物が 気に 喰 はず、 その 性格に 同情が もて 

ず、 女 を 追 ひ 出す と は 不都合な リ、 どうして、 あ、 酒 

ばかり 飲んで ゐる のか、 扨て は、 資本主義 的なる は 時 

代 遅れな り 云々 など ゝ、 さも、 自分の 子供 か 友人に 対 

して V も 云 ふやうな こと を 云って、 それ を 今度 は、 作 

者に 持って行き、 此の 作者 はま だ 人間的 修養が 足らず、 



風格が 出来て ゐず、 ォッ チョコ チヨ ィ なるべし など、 

罵倒す。 

一 寸、 これ、 困りた る ものな り。 

なるほど、 作品 を 通じて、 作者の 一 面 を 窺 ひ 得る こ 

と は 事実な り。 作品 種篇を 通じて、 作者の 面影 を、 ほ > 

察し 得る こと は 事実な り。 

而も、 作 中の 人物と、 作者 その 人と は 自ら 区別 ある 

のみならず、 全然 正反対の 性格、 気質、 趣味 を備 へた 

る 場合 なかなか 多し。 作 中の 人物 を 通して 作者 その 人 

を 知る は、 たゾ、 その 作 中の 人物が、 如何に 観られ、 

如何に 取扱 はれ、 如何に 描かれて 在る か を 知りた る 上、 
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